
■水路の泥上げ、農道の路面維持など
…田：3,000円/10アール
…畑：2,000円/10アール

■植栽やビオトープづくりなど農村環境活動
…田：2,400円/10アール
…畑：1,440円/10アール 

■水路や農道などの補修や更新
…田：4,400円/10アール
…畑：2,000円/10アール

▶交付金は、全額が地域での共同活動に
　活用できます。

■緑肥の作付け…　6,000円/10アール

■堆肥の施用…　4,400円/10アール

■有機農業など…12,000円/10アール

▶交付金は全額個人に配分され、活用でき
ます。

■急傾斜地の田の場合…21,000円/10アール

■急傾斜地の畑の場合…11,500円/10アール

▶交付金は、個人配分および共同活動（草
刈りや水路の補修など）といった地域と農
業者の実情に応じた幅広い使途に活用で
きます。

お住まいの地域に合った制度活用
を提案させていただきますので、
興味がある方はぜひ農林水産課
へご相談ください。なお、令和４年
度から活用したい場合は、４月中
に一度ご連絡をお願いします。

地域の共同活動や営農活動を支

援する制度です。この制度は3つ

の制度を併せてできています。

日本型直接
支払制度

0101

0202 0303環境保全型
直接支払制度

多面的機能
支払制度

中山間地域等
直接支払制度

農業の担い手応援！

農林水産課
☎50-3015

地域の共同活動を支援
(市内全域対象）

化学肥料・化学合成農薬の使用を５割
低減する取り組みとセットで行う下記
の営農活動を支援（市内全域対象）

条件不利地での農業生産活動を継続する

活動を支援（中山間地域などが対象）

すべての制度において、

▲

２人以上で活動組織をつくり、農業振興地域農
用地区域内の農地で活動する必要があります。

▲

金額は活動内容などによって変動します。

▲

対象地域など詳細はお問い合わせください。

POINT

　　

新
入
学
・
新
入
園
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。高
知
県
で
は
、毎
月

第
３
木
曜
日
を
『
通
学
路
安
全
の

日
』と
指
定
し
、地
域
住
民
や
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
教
育
機
関
お

よ
び
関
係
機
関
と
連
携
し
、
目
で

見
る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
三
も
く（
目
）活
動

▼
子
ど
も
を
見
守
る
目

　
　

香
南
市
内
の
小
・
中
学
校
等
の

通
学
路
に
お
け
る
、
登
下
校
時
の

児
童
等
の
見
守
り
活
動

▼
安
全
点
検
の
目　

パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
通
学
路
の
安
全
点
検

▼
変
化
を
見
る
目

　　

周
辺
住
民
と
の
情
報
交
換
に
よ

る
、通
学
路
周
辺
の
変
化
の
把
握

■
活
動
日
時
・
内
容　

毎
月
第
３
木

曜
日
、７
時
30
分
〜
８
時
30
分
・
15

時
30
分
〜
16
時
30
分
、
児
童
の
登

下
校
時
間
に
、
通
学
路
を
重
点
と

し
た
見
守
り
や
児
童
・
地
域
住
民
へ

の
声
か
け
、通
学
路
の
安
全
点
検
。

※
祝
日
の
場
合
は
翌
日
。８
月
を
除
く

　
　

保
護
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
と

し
た
、日
々
の
生
活
習
慣
の
な
か
で

の
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
活
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀

☎
55
ー
0
1
1
0
）

　　

毎
年
恒
例
の
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
南
国

警
察
署
管
内
で
も
各
種
交
通
安
全

行
事
や
取
締
り
の
強
化
な
ど
を
実

施
し
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
　

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
、
一

人
ひ
と
り
が
気
を
付
け
て
事
故
を

起
こ
さ
ず
、ま
た
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間

　　
４
月
６
日（
水
）〜
15
日（
金
）

■
重
点
目
標

①
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保

②
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根

絶
等
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

③
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の

徹
底
と
安
全
確
保

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由
美

☎
55
ー
0
1
1
0
、
交
通
安
全
協

会
香
南
支
部
☎
54
ー
0
3
0
3
）

今
、
育
休
中
で
休
み
な
の
で
子
ど
も
を
連
れ
て
お
花
見
M
A
P
を
見
な
が
ら
、
行
っ
た
こ
と
の
無
い
所
に
桜
を
見
に
行
き
た
い
で
す
♪

広

報

へ

の

ご

意

見

P
警 察警 察

police station

　
　
　
　　
春
の
全
国

　
　
　
　　
交
通
安
全
運
動

市のうごき　（Ｒ4.2.28現在） 〔　 〕は昨年同月対比
■人口/33,151人 

　　（男/16,082人 女/17,069人）

■世帯/15,257戸

■出生/14人　 ■死亡/45人

■転入/73人　 ■転出/66人

■対前月人口比/24人減

２月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

7件〔5件増〕

295件〔34件増〕

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　　
こ
の
３
月
に
長
男
が
中
学
校
を
卒

業
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
学
校

生
活
で
い
ろ
い
ろ
不
自
由
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、子
ど
も

な
り
に
思
い
出
と
仲

間
を
つ
く
り
、
大
き

な
成
長
の
節
目
を

迎
え
た
こ
と
に
大
変

う
れ
し
く
、
と
て
も

感
慨
深
い
も
の
で
し
た
。

年
を
重
ね
る
ご
と
に
涙
も
ろ
く
、
式

の
最
後
に
流
れ
る
式
歌
に
涙
腺
崩
壊

の
保
護
者
の
涙
は
印
象
的
で
し
た
。

　　
「
旅
立
ち
の
日
に
」と
い
う
曲
が
式

歌
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す

か
？
こ
の
曲
は
埼
玉
県
秩
父
市
立
影

森
中
学
校
の
教
員
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
合
唱
曲
で
、教
職
員
た

ち
が
卒
業
生
に
贈
っ
た

卒
業
ソ
ン
グ
で
す
。教
職

員
た
ち
が
歌
っ
た
翌
年

か
ら
は
生
徒
た
ち
が
歌

う
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
全
国
の
学

校
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
名
曲
で
す
。

　
　

ち
な
み
に
、２
０
２
２
年
卒
業
ソ
ン

グ
ラ
ン
キ
ン
グ
が
某
雑
誌
で
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
興
味
半
分
で
手
に
取
る

と
、
人
気
№
１
は
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
の

「
３
月
９
日
」
。
№
４
に
今
回
の「
旅
立

ち
の
日
に
」が
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
名
曲
を
口
ず
さ
む

自
分
が
い
ま
し
た
。ま
た
、「
思
い
出
の

卒
業
ソ
ン
グ
年
代
別
ラ
ン
キ
ン
グ
」

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
自
分
も
気
づ

け
ば
40
代
。40
代
の
１
位
は「
仰
げ
ば

尊
し
」
、２
位
は
海
援
隊
の「
贈
る
言

葉
」
、そ
し
て
３
位
は「
蛍
の
光
」で
し

た
。自
分
の
卒
業
式
の
式
歌
は「
仰
げ

ば
尊
し
」だ
っ
た
な
と
、昭

和
の
良
き
時
代
を
振
り

返
り
懐
か
し
く
思
い
ま

し
た
。皆
さ
ん
も
自
分
の

卒
業
ソ
ン
グ
を
思
い
出

し
て
聞
い
て
み
て
は
い
か
が
し
ょ
う
。

　　

さ
て
、４
月
か
ら
は
高
校
生
。少
し

大
人
の
世
界
へ
足
を
踏
み
入
れ
ま
す
。

校
長
先
生
か
ら
は「
ど
ん
な
こ
と
に
も

挑
戦
し
、う
れ
し
い
こ
と
辛
い
こ
と
、

な
ん
で
も
報
告
に
来
て
く
だ
さ
い
。」

の
言
葉
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。大
人

に
な
っ
て
も
母
校
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

母
校
は
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
の
よ
う
に

当
時
を
思
い
出
し
、
少
年
の
気
分
に

戻
り
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。今
か
ら

で
も
遅
く
は
な
い
。
皆
さ
ん
も
一
度

母
校
を
の
ぞ
い
て
、
頑
張
ろ
う
の
力

を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　　　

涙
も
ろ
い
お
父
さ
ん

母
校
っ
て
い
い
な
ぁ

　
　
　
　

毎
月
第
３
木
曜
日
は

　
　
　
　

通
学
路
安
全
の
日

４月１０日（日）は

「交通事故死ゼロを

目指す日」です！

17２０２２.４ 16 ２０２２.４


